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趾

ー

子
ど
も
の
食

の
健
康
科
掌
講
座

"

(23)
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教
育
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学
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涯
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講
座
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科
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光

 (教
育
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博
士
・医
学
博
士
)

　0

ー

◆

戎

利

光

(
え

び

す

と

し

み

つ
)

先

生

プ

ロ

フ

ィ
ー

ル

昭
和

25
年
生
ま
れ
。
昭
和
50
年
、
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
修
了
の
後
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
大
学
院
を
経
て
、
昭
和

54
年
、
同
じ

く
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ブ
リ
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
と
同
時

に
、
血
液
脂
質

・
身
体
組
成

・
呼
吸
循
環
機
能
の
運
動
生
理
学
的
研
究
に
よ
り
、

教
育
学
博
士
号
を
取
得
。
そ

の
後
、
血
液
脂
質

・
動
脈
硬
化
指
数

・
体
力
等
に

関
す
る
公
衆
衛
生
学
的
研
究
で
、
愛
知
医
科
大
学
よ
り
医
学
博
士
号
を
取
得
。

現
在

福
井
大
学

教
育
地
域
科
学
部

教
授

(教
育
地
域
科
学
部

生
涯
学
習
講
座

人
間
健
康
科
学
系

教
授
)

「健
康
生
理
学
」
「公
衆
衛
生
学
」
「人
間
健
康
科
学
研
究
」
「生
涯
学
習
文
献
演

習
」
「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
健
康
」

「学
校
保
健
学
」

「健
康
科
学
特
論
」
な
ど

の
講
義
を
担
当
。

専
攻
分
野

健
康
科
学

・
健
康
生
理
学

・
公
衆
衛
生
学

学
術
論
文
や
専
門
誌
の
依
頼
原
稿
な
ど
約
二
〇
〇
編
を
出
版
し
、
新
聞
や
各

種
印
刷
物

へ
の
依
頼
原
稿
を
含
め
る
と
三
〇
〇
編
ほ
ど
に
な
る
。
そ
の
他
、
数

多
く
の
著
書
、
翻
訳
な
ど
が
あ
り
、
国
際
教
育
医
学
会
議
を
始
め
、
日
本
教
育

医
学
会
第
28
回
大
会
な
ど
、
国
際
会
議

や
学
会
の
通
訳
な
ど
も
務
め
る
。
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∩
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輪

偏
食
の
実
態
と
そ
の
悪
影
響

◎

栄
養
が
偏
る
と
成
長
に
悪
影
響

特
定

の
食

べ
物
だ
け
を
食
べ
る
と

い
う
偏

っ
た
食
生
活
で
は
、
摂
取

す
る
栄
養
素
も
偏

っ
て
し
ま

い
、
そ
の
為
身
体
の
機
能
を
損
ね
て
し
ま

い
ま
す
。
成
長
期

の
子
ど
も
で
、
偏
食
に
よ

っ
て
摂
取
栄
養
素
が
偏

っ

て
し
ま
う
と
、
成
長
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
炭
水
化
物

(身
体

や
脳
神
経
系
の
主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
)

・
脂
肪

(熱
や
力

の
も

と
に
な
る
)

・
蛋
白
質

(身
体

の
筋
肉
や
組
織
を
形
作
る
)

・
ミ
ネ
ラ

ル

(骨
や
歯
を
作
る

[カ
ル
シ
ウ
ム
]

・
貧
血
を
予
防
す
る

[鉄
]

・

血
管
を
収
縮
す
る

[ナ
ト
リ
ウ
ム
]

・
筋
肉

や
神
経
の
働
き
を
調
節
す

る

[カ
リ
ウ
ム
]
等
、
身
体
を
円
滑

に
機
能
さ
せ
る
)
・
ビ
タ

ミ
ン



(炭
水
化
物

・
脂
肪

・
蛋
白
質
な
ど
が

エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変

化
す
る
の
を
補
助
す
る
)
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
栄
養
素
が
い
ろ
い
ろ
な
働
き
を
す
る

以
上
、
栄
養
素
を
幅
広
く
摂
取
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

従

っ
て
今
月
号
で
は
、
偏
食

の
実
態
と
そ
の

悪
影
響
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し

ょ
う
。

1
.
偏
食

の
実
態

偏
食

の
子
ど
も
は
や
は
り
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

全
国
十
都

県
の
小

・
中

・
高
等
学
校
合
計
四
六

校

(調
査

対
象
の
児
童
生
徒
数
は
六
、
六
七
四

人
)
と

い
う
多
く

の
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た

調
査
報
告

(
[財
]
日
本
学
校
保
健
会
,

一
九

九
八
)
を
表
に
し
て
あ
り
ま
す
。
表
を
み
る
と
、

食
事

の
時

に
よ
く
残
す
嫌

い
な
も
の
が
あ
る
と

回
答
し
た
子
ど
も
は
、
男
子
が
三
九

・
二
%

四
九

・
一
%
、

二

・
二
%
、
高
校
生
が
三
四

・
一
%
)

校
三

・
四
年
生
が
四
三

・
四
%
、

中
学
生
が
四
五

・
五
%
、
高
校
生
が
四

一
・
九
%
)

計

1,119

39.2

1,737

60.8

2,856

計

1,554

42.4

2,111

57.6

3,665

表 食事の時によく残す嫌いなものの有無

小学生 小学生 中学生 高校生
3・4年 生5・6年 生

162

49.1

168

5α9

330

190

3Z3

320

62.7

510

411356

42.234.1

562687

578659

9731,043

小学生 小学生 中学生 高校生

3・4年 生5・6年 生

135

434

176

56.6

311

179

3Z7
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623
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423817

45。5419

5071,132

54.55&1

9301,949
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(小
学
校
三

・
四
年
生
が

小
学
校
五

・
六
年
生
が
三
七

・
三
%
、
中
学
生
が
四

で
女
子
が
四
二

・
四
%

(小
学

小
学
校
五

・
六
年
生
が
三
七

・
七
%
、

で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
中
学
生
に
嫌
い
な
物
を
多
く
残
す
子
ど
も
は
多

い
よ
う
で

す
が
、
全
体
的
に
は
三
割
～
四
割

の
子
ど
も
が
、
嫌

い
な
物
を
よ
く
残

N
%

N
%

N

る

い

十

あ

な

言

財]日 本学校保健会、『平 成8年 度児童生徒の健康状態サーベイランス事業報告書』,

財]日 本学校保健会、p156、1998)

 

が
な
い
」
「
お
い
し
く
な

い
」
が
上
位
で
あ

っ
た
と

い
う
報
告

ら
,

一
九
九
九
)
が
あ
り
ま
す
。
女
子
は
八
割
以
上
が
給
食
を
残
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
学
校
で
や
は
り
子
ど

も
達
に
給
食
指
導
を
す
る
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

■

2

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
女
子
大

生

の
偏
食
状
態
は
、
小

・

中

・
高
校
生
に
比

べ
て
、
や
は
り
多
く
な

っ
て

い
ま
す
。
女
子
大

生

(
一
二
二
人
)
を
対
象
に

調
査
を
し
た
結
果
、
偏
食
に

つ
い
て

「少
し
あ

る
」
「好
き
嫌

い
が
激
し

い
」
と
答
え
た
学
生

が
五
三

・
三
%
も

い
た
と

い
う
報
告

(松
田
ら
,

一
九
九
七
)
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
中
学
生

五
四
〇
人

(男
子
二
七
三

人

.
女
子
二
六
七
人
)
を
対
象

に
食
品
摂
取
状

況
等
を
調
査
し
た
結
果
、
学
校

の
給
食
を

「
い

つ
も
残
す
」
「
時

々
残
す
」
と
回
答
し
た
男
子

は
四
四

.
○
%

・
女
子
は
入
二

・
○
%
に
達
し
、

そ

の
理
由

は
、
男

子

で
は

「
嫌

い
だ
か
ら
」

「
お
い
し
く
な

い
」
が
上
位
を
占
め
、
女

子
で

は

「量
が
多
す
ぎ

る
」
「嫌

い
だ
か
ら
」
「
時
間

(大
内

偏
食
に
よ
る
悪
影
響

胎
児
の
脳
は
、
身
体

の
他
の
部
分
よ
り
急
激
に
発
達
す
る
の
で
、
蛋

85
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白
質
な
ど

の
栄
養
素

(神
経
細
胞
や
神
経
繊
維
を
は
じ
め
、
脳
を
作
る

原
料
と
な
る
)
が
不
足
す
れ
ば
、
胎
児
の
脳
の
発
育
を
損
な

い
、
そ
の

後
生
ま
れ

て
も

(赤

ん
坊
に
な

っ
て
も
)
、
栄
養
素
の
不
足
が
脳
の
発

育
に
大
き
な
障
害
と
な

る
と

い
う
指
摘
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

神
経
細
胞

の
成
長

(神
経
細
胞

の
活
動
に
よ
グ
て
、
大
脳
の
働
き
が
営

ま
れ
る
)

や
神
経
繊
維

の
伸
長

(神
経
細
胞
は
神
経
繊
維

に
よ

っ
て
結

合
し
、
神

経
回
路
網

[神
経
繊
維
が
増
え
、
神
経
回
路
網
が
複
雑
に
な

っ
て
大
脳
が
発
育
す
る
]
を
作
る
)
に
は
、
蛋
白
質
以
外
に
ビ
タ
ミ
ン

も
必
要

で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
B
が
不
足
す
る
と
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
発
生
す

る
酵
素
が
十
分
で
き
な

い
の
で
、
発
育
中

の
脳
が
う
ま
く
糖
分
を
分
解

し
な

い
為
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
発
生
で
き
な

い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
生
児

の
脳
の
酸
素
摂
取
量

(消
費
す
る
酸
素
の
量
)
は
全
身

の
酸
素

摂
取
量

の
半
分

(五
割
)
以
上
で
あ
る

(成
人
で
は

一
割
)
と

い
わ
れ

て
い
ま
す

の
で
、
発
育
の
著
し
い
子
ど
も

の
脳
に
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解

で
き
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
B

(脳
内
物
質
の
代
謝
を
よ
く
し
て
、
情

緒
を
安
定
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
)
が
不
足
す
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
や
不
眠
、

精
神
的
な
能
力
低
下
を
招
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
蛋
白
質

(ス
ト
レ
ス
が
加
わ
る
と
身
体

の
蛋
白
質
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
蛋

白
質

の
蓄
積
量
が
多

い
ほ
ど
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
力
が
強
い
)

・
ビ

タ
ミ
ン
C

(ス
ト
レ
ス
が
加
わ

っ
て
交
感
神
経

の
働
き
が
盛
ん
に
な
る

と
、
ビ
タ
ミ
ン
C
の
消
耗
が
激
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
C
の

補
給
が
多

け
れ
ば
、

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
が
増
す
)
な
ど
も
、

ス
ト
レ
ス
に
抵
抗
す
る
働
き
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

偏
食

の
悪
影
響
は
脳
以
外
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
日
教
組
の
調
査
に
よ

る
と
、
骨
折
を
し
た
こ
と
の
あ
る
児
童
は
、
な

い
児
童
に
比
べ
て
偏
食

の
あ
る
も
の
が
多
く
、
偏
食
児
童

の
大
部
分
は
野
菜
嫌
い
で
あ
り
、
魚

嫌

い
の
児
童
も
多
か
っ
た
と

い
う
指
摘

(小
池
,

一
九
九

一
)
が
あ
り

ヒ

ま
す
。
偏
食
を
す
る
と
摂
取
す
る
栄
養
素

が
ど
う
し
て
も
偏
り
ま
す
の

で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
が
少
な
け
れ
ば
、
骨
折
を
起
こ
す
危
険
性

が
そ
れ
だ
け
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
偏
食
者
の
大
半
が
加
工
食
品
な

ど
を
た
く
さ
ん
食

べ
る
傾
向

が
あ
る
こ
と

、
さ
ら
に
加
工
食
品
に
は
、

リ
ン
酸
塩
の
含
有
量

の
多
い
も
の

(防
腐
剤
な
ど
と
し
て
添
加
す
る
為
)

が
多
く
、
リ
ン
酸
が
多
過
ぎ
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
消
化
管
吸
収
率
を
低

下
さ
せ
、
骨

へ
の
沈
着
を
も
妨
げ
る
傾
向
が
あ
る
と

い
う
指
摘

(小
池
,

一
九
九

一
)
も
あ
り
ま
す
。
や
は
り
偏
食

を
す
る
子
ど
も
に
骨
折
が
多

い
と
い
う
理
由
が
、
十
分
理
解

で
き
ま
す
。
加
工
食
品
は
手
軽
に
食
べ

、
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
は
あ
り
ま
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

と

い
う

こ
と
か
ら
は
大
き
な
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
血
液
中
の

カ
ル
シ
ウ
ム
が
少
な
い
状
態

で
、
ス
ポ
ー

ツ
を
頻
繁
に
し
て
い
る
人
は

骨
折
が
多

い
と
い
う
研
究

(戎
ら
,

一
九
九
七
)
な
ど
も
あ
り
、
偏
食

を
し
て
い
る
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
本
誌

二
〇
〇
二
年
十
月
号

(子
ど
も

の
食
の
健
康
科
学
講
座

[
16
]
食
と

ス
ト
レ
ス
予
防
)
で
詳
し
く
解
説
し
ま
し
た
が
、

ス
ト
レ

ス
を
い
ろ
い
ろ
と
か
か
え
て
い
て
、
そ
の
解
消
法

の
わ
か
ら
な
い
子
ど

も
が
多

い
中
、
子
ど
も
の
偏
食
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。


